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Ａ．研究目的 

 本研究では、高齢者の保健事業と介護予

防の一体的実施の効果検証に向け、重症化

予防対象者における疾患（糖尿病、高血圧）

とBMI分類別の併存状態が、後年の新規要介

護認定に及ぼす影響を明らかにすることを

目的とした。 

Ｂ．研究方法 

 本研究では、R2～R4年度のKDBデータに基

づくJIHPOPデータベースを使用した。分析

対象者は、R2年度の75歳以上高齢者のうち、

R2～R4年度にかけて追跡可能であり、R2年

度以前に要介護認定の記録がなく、健診デ

ータが存在する400,908人とした。 重症化

予防の観点から、糖尿病（HbA1c 7.0％以上）

および高血圧（血圧160/100 mmHg以上）と、

BMI分類（BMI＜18.5、BMI＜21.5、BMI≧25、

BMI≧30）の併存状態が、後年の新規要介護

認定（要介護度1以上）の発生に与える影響

について分析を行った。分析には、年齢、

性別、チャールソン併存疾患数、服薬有無

等で調整したロジスティック回帰分析を用

いた。 

本研究は、女子栄養大学研究倫理審査委

員会の承認を得て実施した（承認番号429）。 

Ｃ．研究結果  

 疾患とBMI分類別の併存状態が新規要介護

認定の発生に与える影響について、以下の

結果が認められた。 

1. 糖尿病とBMI分類別の併存状態（図表

3）：糖尿病（HbA1c 7.0％以上）と低BMIの

併存状態において、新規要介護認定リスク

が有意に高く認められた。両方該当なし群

を基準とした場合のオッズ比は、BMI＜18.5

との併存群で1.78、BMI＜21.5との併存群で

1.58であった。一方、高BMI（BMI≧25、

BMI≧30）との併存状態におけるオッズ比は、

それぞれ1.09、1.45であり、低BMI群と比較

してリスクの高さは限定的であった。 

2. 高血圧とBMI分類別の併存状態（図表

4）：高血圧（血圧160/100 mmHg以上）と低

BMI群の併存状態においても同様に、新規要

介護認定リスクが有意に高く認められた。

両方該当なし群を基準とした場合のオッズ
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比は、BMI＜18.5との併存群で1.76、BMI＜

21.5との併存群で1.49であった。一方で、

高BMI（BMI≧25、BMI≧30）との併存状態で

は、有意な新規要介護認定との関連は認め

られなかった。 

Ｄ．考察 

 重症化予防対象者の分析結果から、糖尿

病や高血圧と低BMI（BMI＜18.5、BMI＜21.5）

の併存状態が、新規要介護認定発生の特に

ハイリスクな状態であることが明らかとな

った。一方で、BMIが25以上の群では、疾患

が併存していても新規要介護発生との関連

は限定的であり、明確な関連が認められな

い場合もあった。したがって、後期高齢者

における重症化予防に際しては、単なる疾

患の管理にとどまらず、低体重（低BMI）、

つまり低栄養状態の併存状態が特にハイリ

スクである可能性を踏まえた支援が求めら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．結論 

後期高齢者の重症化予防において、糖尿

病や高血圧に低体重（低BMI）が併存するこ

とで、新規要介護認定発生のリスクが有意

に高いことが示された。要介護の予防とい

う観点からは、これらの疾患と低体重で示

される低栄養状態の併存状態によってリス

クが高くなることに留意しながら保健指導

を展開していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2．ベースライン時（R2年度）対象者特徴 

図1．分析対象者抽出フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表4．高血圧とBMI分類別の併存状態と新規要介護認定の関連  

図表3．糖尿病とBMI分類別の併存状態と新規要介護認定の関連  
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日 千葉市 

24 豊田佳世，赤木優也，樺樺山山  舞舞，木戸倫子，

増井幸恵，平田 匠，山本浩一，池邉一典，

権藤泰之，神出 計 地域在住高齢者におけ

る多剤併用と腎機能低下の縦断的検討 -
SONIC 研究- 第67回日本老年医学会学術集

会 2025年6月27日 千葉市 
25 水野稔基，呉代華容，細川真梨子，木戸倫 

子，赤木優也，井坂昌明，龍野洋慶，樋上容

子，樺樺山山  舞舞，神出 計 施設入所高齢者に

おける転倒既往とその関連因子の探索的検討 

第67回日本老年医学会学術集会 2025年6月
27日 千葉市 

26 CHANTHAVONG PHOUVANH ， 赤 木 優 
也，樺樺山山  舞舞，木戸倫子，呉代華容，和田あ

りさ，浅山 敬，大久保孝義，田原康玄，神

出 計 地域在住一般住民における血圧推奨

基準到達率とその関連要因 能勢健康長寿研

究 第61回日本循環器病予防学会学術集会 

2025年5月25日 佐賀市 
【総説】 
1 赤木優也，𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷樺樺山山  舞舞 月刊臨床栄

養2025年12月号 高血圧管理・治療ガイドラ

イン2025のポイント：集団アプローチ 医歯

薬出版 2025年12月 

 

【著書】 

2 樺樺山山  舞舞 高血圧診療ステップアップ 改訂

第2版 国民の生活習慣改善への指導 診断と

治療社 2025年10月 

3 赤木優也，樺樺山山  舞舞 寿命の事典 5-7飲酒と

寿命 p156-159 朝倉書店 2025年6月 
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Ａ．研究目的 

要介護度の維持および改善は、介護給付費

の抑制や家族介護負担の軽減のみならず、

我が国の介護保険制度の持続可能性の確保

という観点からも重要な課題である。要介

護度は、心身機能や日常生活機能を総合的

に評価した指標であり、その経時的変化は

高齢者の健康状態や生活機能の推移を反映

する。しかしながら、日本の介護保険制度

における要介護度の変化に関連する要因に

ついて、縦断研究を体系的に整理した報告

は限られている。そこで本研究では、日本

の介護保険制度に基づき認定された要介護

度の変化に関連する要因を明らかにするこ

とを目的として、縦断研究を対象とした系

統的レビューを実施した。 

Ｂ．研究方法 

電子データベースとして医中誌Web版 

ver.6およびPubMedを用い、2024年3月27日

までに公表された文献を対象に検索を実施

した。検索語として「要介護度」および  

“care need* level*”“long-term care 

level*”“nursing care level*” 等を用

いた。さらに2024年4月4日にPubMedにて追

加検索を行った。会議録は除外し、英語ま

たは日本語で記載された原著論文を対象と

した。採択基準は、日本の介護保険制度に

おける要介護度をアウトカムとして、2時点

以上で評価した縦断研究（前向きまたは後

ろ向きコホート研究）であり、要介護度の

変化に関連する要因を量的に検討している

研究とした。介入研究、横断研究、質的研

研究要旨 

日本における高齢者の介護ニーズの維持・改善は、地域包括ケアや介護保険制度の

運用において重要な課題である。これまでの研究では、介護レベルの経時的変化と関

連要因の分析が行われてきたが、包括的な知見の整理は限定的である。本研究は、日

本国内で実施された介護保険（LTCI）対象高齢者の要介護度の維持・改善および悪化

に関する要因を系統的にレビューし、要介護度の変化に影響する要因を明らかにする

ことを目的とした。対象は2006年から2023年に発表されたLTCIデータを用いた観察コ

ホート研究24件である。各研究のデザイン、対象者条件、追跡期間、年齢・性別分

布、介護度を整理し、介護度の維持・改善に関連する要因、悪化に関連する要因、統

計的に有意でなかった要因を抽出した。結果、対象者は65歳以上の高齢者で追跡期間

は3か月から5年まで幅があった。要介護度維持・改善の割合は研究により11.2％から

74.6％まで幅があった。維持・改善に関連する因子は、高い日常生活機能、外出頻度

の確保、在宅リハビリテーションや外来リハビリテーション等のサービス利用、高度

なケアマネジメントであった。一方、悪化に関連する因子は、高齢、認知症、転倒・

排泄管理の問題、入院歴や既往疾患があること、住宅環境の未整備であった。性別、

社会的交流、主観的健康感などは一定の関連は認められなかった。高齢者の要介護度

の維持・改善には、日常生活機能の維持、リハビリや在宅ケアサービスの早期かつ継

続的な利用、個別化されたケアマネジメントが重要であることが示唆された。また、

高齢、認知症、転倒、排泄などの身体的問題は悪化リスクとして注意が必要であるこ

とが示唆された。本結果は、地域包括ケアや介護保険制度の運用改善、在宅介護支援

施策の設計に資する知見を提供する。 
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